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M : コンパクトRiemann対称空間
sx : x ∈ Mにおける点対称
S ⊂ M : 対蹠集合 (Chen-長野 1988)

⇔ ∀x, y ∈ S sx(y) = y
極大対蹠集合 : 包含関係の意味で極大
大対蹠集合 : 濃度が最大の対蹠集合
F (sx,M)の連結成分 : 極地

G/K : 連結コンパクトRiemann対称空間
G/KをG内に極地として実現
Gの極大対蹠部分群の分類

⇒ G/Kの極大対蹠集合の分類
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前ページの方針のもとで得た以下の空間の極大

対蹠集合の分類について、2018年度秋の学会で

発表した。

CI(n) ∼= Sp(n)/U(n), CI(n)/Z2,

Gm(Kn) (K = R,C,H), Gm(K2m)/Z2,

DIII(n) ∼= SO(2n)/U(n),

DIII(2m)/Z2

連結コンパクトLie群の極地として実現できな

い場合、非連結コンパクトLie群の極地として

実現することが有効
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非連結コンパクトLie群の極地：
Hermann作用の性質を利用して記述
(連結コンパクトLie群の共役作用と極大
トーラスの類似)

2021年度春の学会で発表
この手法を利用して、次の空間の極大対蹠集合
を分類した。

UI(n) = {g ∈ U(n) | ḡ = g−1} ∼= U(n)/O(n),

UI(n)/Zµ, Zµ = {z1n | z ∈ C, zµ = 1}

2021年秋の学会で発表
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U(2n)の対合的自己同型写像σIIを

σII : U(2n) → U(2n) ; g 7→ JnḡJ
−1
n ,

Jn =

 0 −1n

1n 0

 = J1 ⊗ 1n

によって定め、コンパクト対称空間UII(n)を

UII(n) = {g ∈ U(2n) | σII(g) = g−1}
∼= U(2n)/Sp(n)

によって定める。
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UI(n), UII(n)は連結コンパクトLie群の極

地としては実現できない。

U(2n)の自己同型群内のσIIが生成する部分群

⟨σII⟩ とU(2n)の半直積 :

U(2n) o ⟨σII⟩ : 非連結

UII(n)/Zµ : U(2n)/Zµ o ⟨σII⟩の極地
分類結果記述のため次のE(n)を導入しておく。

E(n) =


 0 d1

d2 0

∣∣∣∣∣∣ d1, d2 ∈ ∆n

 ⊂ O(2n).

6



π2n : U(2n) o ⟨σII⟩ → U(2n)/Zµ o ⟨σII⟩
n = 2k · l, l : 奇数、θ : 1の原始 2µ乗根
分類結果にある記号はアブストラクト参照
定理 1 (U(2n) o ⟨σII⟩)/Zµの極大対蹠部分群は次の
いずれかにπ2n(U(2n))共役になる。

(1) µが奇数の場合

π2n(∆2n, 1), π2n((12 ⊗ ∆n) o ⟨σII⟩).

(2) µが偶数の場合

(2.1) π2n(({1, θ}∆2n, 1) ∪ ({1, θ}E(n), σII)),

(2.2) π2n({1, θ}D(s + 1, 2n) o ⟨σII⟩) (0 ≤ s ≤ k).

ただし、(s, n) = (k − 1, 2k)の場合を除く。
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定理 2 UII(n)/Zµの極大対蹠集合は次のいずれかに
U(2n)/Zµ合同になる。

(1) µが奇数の場合、π2n(12 ⊗ ∆n).

(2) µが偶数の場合、

π2n({1, θ}(12⊗PD(s, n)∪{I1, J1,K1}⊗ND(s, n)))

ただし、0 ≤ s ≤ kであり、(s, n) = (k − 1, 2k)

の場合を除く。

さらに
AI(n) ∼= SU(n)/SO(n),

AII(n) ∼= SU(2n)/Sp(n)

とその商空間についても極大対蹠集合を分類できる。
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